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数の季節変動と長期変動の分析
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　抄録：岩手医科大学歯学部附属病院の新患数の将来予測をする目的で，昭和41年5月より60年6月までの

19年2ヵ月間における月別1日平均予診新患登録者数を調査し，季節変動と長期変動を検討した。

　季節変動の評価に長期変動が混入するのを避けるためPersonsの連環比率法を用い季節指数を求めると，

1月と3月に新患数のピークがあった。地域別では，盛岡市内と県東部・沿岸地域の季節変動はなく，それ

らの周辺では1月と3月に，その遠方地域では8月にも新患数のピークがあった。また，私費負担，矯正

科，小児歯科の新患数は1月，3月と8月に多く，老人医療の新患数は4月と6月に多かった。

　季節変動を考慮すると，医療保険制度改正による新患数への影響は少なかった。年次別地域別新患数にお

いて，地域によって本院での新患数の一定化する年次が異なっていた。近い未来における新患総数の増減は

少ないと予想された。
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傾向について検討したので報告する。
1　緒 言

　最近，教育機関としての歯学部附属病院の患

者減少が全国的に問題になっているが，岩手医

科大学歯学部附属病院でも例外ではなく，新来

患者数（新患数）の動向が注目されている。本

院の患老の実態については，昭和56年上野らり

が，60年著者ら2）がすでに報告した。しかし，

月別の新患数は変動が激しく，数ヵ月間でやや

長期的な新患数の動向を知るためには，季節変

動による影響を考慮する必要がある3）。

　今回われわれは，今後の外来患者の動向を知

る目的で，昭和41年5月より60年6月までの19

年2カ月間に歯科予診室に登録された新患の各

月の1日平均数を調査し，季節変動および長期

∬　分析法と対象

　新患数の推移は，時間の経過を追って観察さ

れるので，時系列データとして特別な扱いが必

要となる。新患数の増減は社会的経済的要因に

よって支配されていると思われるので，今回は

経済現象に適用される時系列分析法を利用し

た。比較的計算の簡単な古典的な時系列分析で

は，月別のデータの場合，一般に，以下の4つ

の要素に分けられる。

　傾向変動：時間の変化とともに連続的に変化

する長期的傾向変化（T）。

　循環変動：ほぼ一定な周期をもつ周期変動の

うち，周期が12ヵ月を越えるもの（C）。

Statistical　study　of　first－time　outpatients　at　Dental　HospitaしIwate　Medical　University．

　Koichi　OGAwA，　Fumiko　IsHIKムwA，　Morio　ToT8uKA　and　Koshichi　IcHINo肥＊

　（Department　of　Oral　Diagn（培is，　School　of　Dentistry　and＊Department　of　Mathelnatics，　School　of

　Liberal　Arts　and　Sciences，　Iwate　Medical　University，　Morioka，020）

岩手県盛岡市中央通1－3－27（〒020）

＊岩手県盛岡市本町通3－16－1（〒020）　　　　　　　　Dθ励．」．1ωα’θMε4．ση劫．11：134－146，1986



岩医大歯誌11：134－146，1986

　季節変動：4半期別（春，夏，秋，冬），月

別または週別のデータにみられる12カ月の周期

をもつ周期変動（S）。

　不規則変動：以上3つの変動では説明できな

い，偶発的，ランダムな変動（1）。

　時系列分析では，これらの要素がどのように

結合して分析対象（Y）を作っているかが問題

となる。これらの関係を表す近似式としては，

乗法型と加法型がある。本邦では数値の変動が

大きい場合や，各変動間に関連性のある場合が

多いので，乗法型を利用することが一般化して

おり，次式で表される3’9）。

　Y＝T×C×S×1
　経済学的には循環変動が注目されるが，新患

数の動向を知ろうとする時は傾向変動が問題と

なる。また，短期間に新患数の動向を知るため

には月別の患者数を扱う必要がある。しかし，

診療実日数の多い月は患老数も多いと考えられ

るので，月別新患数の1日平均数で検討した。

1．季節変動

　季節変動は毎年完全に一定ではないが，ある

年限でみると一つの傾向がある。そこで著者ら

は，はじめに最近の4年間（昭和56年～59年）

の性・年代別，地域別，医療費の負担と保険の

種類別，診療科別季節変動の検討を行った後，

長期間（昭和41年5月～59年12月）と最近4年

間（56年7月～60年6月）の新患総数の季節変

動を比較した。

　地域区分は，本院を中心とし保健所管内区分

を基に交通機関と生活圏を考慮して，岩手県内

を6ブロック，秋田県を3ブロック，青森県を

2ブロックとした2）。

　医療費の負担と保険の種類別区分は，私立学

校職員共済組合保険（本学有給職員）と本学学

生（歯学部，技工士学校，医学部，看護学校），

老人医療，その他の公的負担の3区分を特別に

取上げた。これらに含まれないものを，国民健

康保険，社会保険，私費負担として区分した。

　（1）季節変動（12ヵ月周期）の有無の判定

　季節変動を論じるには，初めにその存在の有

無を確認する必要がある。今回は，12ヵ月周期
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を仮定して，その周期配列表で，季節（月間）

変動と年間変動（傾向変動と循環変動）の2元

配置分散分析を行い，季節変動の存在を確認し

た。また，本法により，全変動量における季節

変動量と年間変動量の占める割合（寄与率）を

算出すると，両変動の影響の大きさをみること

ができる5）。

　上記の力法で季節変動の存在が確認された項

目のみ，季節変動を指数化して，以下の検索を

行った。

　（2）季節指数の算出

　季節変動の表し方には，全期間の総平均値に

対する各月の平均値の比率を単純に用いる方法

があるが，この方法では長期的傾向による変動

が混入する欠点を生じる。そのため，計算量の

少ない割には最も欠点の少ない連環比率法（改

良Persons法）を用いて検討した4’7）。その計

算法は次の通りである。

　　（a）：観察する全期間にわたって，

闘議湛・1・・⇔蹴率）を求め・（表

1：A）。

　　（b）：（a）で求めた連環比率の月別平均値を求

め代表値とする（表1：B）。

　　（C）：（b）で求めた月別平均値では対前．月比と

なっているから，全12ヵ月を1つの基準で表す

ために，1月の代表値を100に固定しておき，

2月以降の代表値を順次連乗して1月基準値に

改める（表1：C）。

　　（d＞：（c）の操作で13ヵ月め（次の年の1月）

の値は，連環していれぽ100になるはずである

が，長期変動の混入により100にはならない。

そこで，13ヵ月目の計算値119．1は12ヵ月の累

積値であるとみなし，複利法で各月の1月基準

値に配分して，13カ月めの修正値が100になる

ように各月の修正値を求める（表1：D）。

　　（e）：12ヵ月の修正（基準）値の平均が100

になるように再修正した値が各月の季節指数で

ある（表1：E）。

　（3）新患数の多い月と少ない月の判定

　求めた各12カ月の季節指数のS．D．（標準偏
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表1　0～9歳女性の月別1日平均新患数の季節指数（連環比率法）

「牽＼一司123・567891・11正2113月
1日平均

新患数

A．連環

　比率

昭和56年
　　57

　　58

　　59

昭和56年
　　57

　　58
　　59

2．43　　2．04　　2．48　　1．68　　1．50

2．48　　1．35　　2．00　　1．44　　1．96

2．48　　1．43　　2．35　　1．60　　1．79

1．78　　1．12　　2．27　　1．96　2．00

2．04　　2．33　　2．62　　1．92　　1．54　　1．65　　1．12

1．64　　1．96　　1．73　　1．67　　1．96　　2．12　　1、64

2．16　2．54　2．56　　1．92　　1．52　1．50　　1．80

2．52　　1．88　　2．48　　1．39　　1．62　　1．92　　1．40

　　　84　　　122　　　68　　　89

221　　　54　　　148　　　72　　　136

151　　　　58　　　164　　　　68　　　112

99　　　　63　　　203　　　86　　　102

136　　114　　112

84　120　88
121　　　118　　　101

126　　　75　　　132

73

96

75

5
6

80　107　68
117　108　　77

79　　99　120

116　　118　　　73

・ほ別一凶157651597411・1171・710875981088∋
・・1月基準110・65103768498105114858490761119・1
・修正基剰10・6410073799196103757378641
E．平　均　基
　（季　節　指 劃12077120889511・1正6i249・8894771

差）の幅を，図6に示すように指数100の実線の

上下にとり，上限と下限を点線で示し，S．D．

の幅を越えた月を新患数の多い月または少ない

月とした。

　（4）性・年代別，地域別，医療費の負担と保

　　険の種類別，診療科別季節変動の大きさの

　　比較（F検定）

　季節変動の存在が確認されている各区分の間

で，12ヵ月の季節指数の不偏分散について有意

差検定を行い，変動の大きさを比較した。

2．医療保険制度改正の影響の評価

　各種の保険制度の改正は新患数に影響を与え

ると予想されるが’°川），季節変動があるため

に，各種保険制度改正前後の新患数を単純に比

較しても不明瞭なことが多い。各月の季節変動

調整済み1日平均新患数（＝T×C×1）

一鎚羅巖鷲辞数（－T×CきS×1）

で比較すると，制度改正による影響の有無が判

別可能となる。

　この方法で，昭和58年2月の老人保健法施

行，昭和59年10月の社会保険本人1割自己負担

実施と昭和60年3月の健康保険点数改正による

新患数への影響を評価した。

3．長期変動（昭和41年5月～59年12月）

　各月の1日平均新患数は季節変動や不規則変

動が激しいため，著しい変動を示す。そこで，

長期的な傾向変動を検討するには，あらかじ

め，季節変動か，季節変動と不規則変動の両者

を調整（除去）しておいた方が，傾向変動を明

瞭に観察できる。

　（1）連環比率法による季節変動調整値

　　　　　（T・C・1－T×CきS×1）

　（2）12カ月移動平均による季節変動と不規則

　　変動の調酬T・C’≒T×S⊆・芸江）

　この方法は季節変動と不規則変動を同時に調

整できるが，不規則変動部分に対して一種の循

環変動を派生する場合がある（Slutsky－Yule

の効果）ので，純粋の循環変動と区別できなく

なることが欠点とされている。12カ月移動平均

の計算法は次のごとくである3’4’‘”）。

　例えぽ，第1年目の1月から12月までの数値

の平均値は，1～12月（6月と7月）の中央の

値としての6．5月の調整値であると考える。次

に，第1年目の2月から第2年目の1月までの

12個の平均値は，第1年目の7．5月の調整値と

考える。この作業を1ヵ月ずつずらしながら進

めて調整値が得られるが，存在しない月に対応

しているため連続する2つの調整値を再度平均

して計算値とする。例えば，第1年目の6．5月
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と7．5月の2つの調整値の平均は，

7月の計算値となる。

皿　結 果

第1年目の

1．季節変動

　（1）性別・年代別の新患数と季節指数

　昭和56年から59年までの4年間の新患全体

は，男女とも10歳未満が最も多く，次いで20歳

代であった。性比（男性数÷女性数×100）は

全体では84でやや女性が多かった（図1）。10

歳未満の女性と10歳代の男女では1月，3月と

8月に，70歳以上の男性では4月と6月に新患

数のピークがあり，季節変動があった。また，

他の区分と比較して10歳未満の女性の変動は少

なかった（図6）。

　②　地域別の新患数と季節指数

　盛岡市内からの新患数は毎年約2，600人（全

L8％歳 1．7
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　　　　　図1　性別・年代別新患数
　　　　　　（昭和56．1～59．12）
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図5　診療科別年次別新患数
　　（昭和56．1～59．12）

体の49％）で，岩手県外からの新患数は毎年約

400人（7％）であった（図2，3）。季節変動
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竺」□：累喘s・D・（標鞠差）の上限と

が認められた地域は市外の盛岡保健所管内，岩

手県中央，県北，県南と県外であり，いずれも

1月と3月に新患数のピークがあった。また，
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岩手県南と県外では8月にもピークがあった。

さらに県外の細分では，青森県八戸南部は1月

に新患数が著名に多く，青森・岩手・秋田の3

県を除く地域は8月に新患数が集中し，季節変

動があった。季節変動の大きさでは，県外のこ

れら一部地域は変動が激しいが，他の地域はい

ずれも同程度の大きさであった（図7）。

　（3）医療費の負担と保険の種類別の新患数と

　　季節指数

　毎年，私費負担の新患数は600人，国民健康

保険および社会保険家族の新患数は各々1，300

人，社会保険本人の新患数は1，100人，私学共

済保険と本学学生の新患合計数は400人，老人

医療およびその他の公的負担の新患数は各々

170人程であった（図4）。また，私費負担，

国民健康保険，社会保険本人，老人医療の新患

数には季節変動があった。私費負担の新患は

1月，3月と8月に多く，国民健康保険の新患

は1月と3月に多く，7～8月と12月では減少

していた。社会保険本人の新患は1月に多く，

10月以後は減少していた。老人医療の新患は4

月と6月にピークがあった。私費負担と老人医

療の新患数の季節変動は大きく，国民健康保険

と社会保険本人の新患数の季節変動は少なかっ

た（図8）。

　（4）診療科別の新患数と季節指数

　毎年，口腔外科の新患数は約1，800人（33

％）で最も多く，次いで第一一保存科（修復・歯

内療法）が多く，補綴科，矯正科と小児歯科は

ほぼ同数であった（図5）。矯正科と小児歯科

の新患数のみに季節変動があり，ともに1月，

3月と8月に新患数のピークがあった。また，

矯正科では2月と12月に，小児歯科では4月と

9月に新患数が少なかった。季節変動の大きさ

は，小児歯科より矯正科の新患数の方が明らか

に大きかった（図9）。

　（5）長期間と最近4年間における季節指数と

　　変動の寄与率の比較（新患総数）

　各月の1日平均新患総数でも季節変動が確認

され，長期間と最近4年間の両期間において，

1月と3月に新患数のピークがみられ，12月に
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少なかった。長期間の変動では8月にも小さ

なピークがあったが，S．D．内で，最近4年間

ではこのピークはきわめて小さい。両期間と

も，全変動量に対して，季節変動量より年間変

動量の方が小さな寄与率で，特に最近4年間の

年間変動量は著しく小さな寄与率であった（図

10）。

2．医療保険制度改正による新患数への影響

　各月の季節変動調整済みで1日平均新患数を
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検討すると，昭和58年2月の老人保健法施行に

よる老人医療対象の新患数の影響はみられなか

った。昭和59年10月の社会保険本人の1割自己

負担実施では，59年10月から12月まで新患が減

少したようにみえるが，毎年10月から12月まで
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　昭和41．5～59．12

年間変動の寄与率＝0．28｛
季節変動の寄与率＝0．41

　1　2　3　4　5　6　7　8　9　10　1112月

　　　　　　昭和56．7～60．6

　　　　　年間変動の寄与率＝0．08　　　　｛
　　　　　季節変動の寄与率＝0．34

図10　月別1日平均新患数の季節指数（総数）

　　　　－Personsの連環比率法一

社会保険本人の新患が減少する傾向にあるた

め，季節変動調整済み1日平均新患数でみると
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減少は小さく，この改正による社会保険本人の

新患数への影響は比較的少なかった。昭和60年

3月の健康保険点数改正では，通常3月は新患

総数が多い月のため改正の影響は不明瞭であっ

たが，季節変動調整済み1日平均新患総数の変

動では，3月のみわずかに減少し影響がみられ

た。

　一方，全変動量に対する季節変動量の寄与率

と季節変動の調整効果をみると，寄与率の比較

的大きい社会保険本人の新患数と新患総数では

調整効果があったが，寄与率の小さい老人医療

対象の新患数では季節変動調整効果は少なかっ

た（図11）。

3．長期変動

　各月の1日平均新患総数は季節変動が大きく

長期的な傾向が予測し難いので，2つの変動調

整値を参考にした。新患総数は昭和50年まで増

加し，50年から53年まで激減し，53年以後はほ

ぼ一定数を維持していた。連環比率法による季

節変動のみの調整値では57年に明らかな新患総

数の減少を示し，12ヵ月移動平均法による変動

調整値では44年，46年と49年にも新患総数の減

少が多少みられた（図12）。

lV　考 察

　岩手県は四国4県に相当する面積の農業県

で，盛岡市は人口23万人の県庁所在地であり，

県のほぼ中央に位置しており，本院はその市街

地にある。本院の新患の診療圏は，約半数が盛

岡市内であり，約90％が岩手県内から来院して

いる2）。

1．新患数の季節変動

　（1）性別・年代別

　0～9歳の女性，10～19歳の男女で季節変動

がみられ，教育機関の休業期に相当する冬休み

の1月，春休みと就学卒業時期の3月と夏休み

の8月に新患数のピークがみられた。本間ら12）

（昭和大学）と藤森らB）（神奈川歯科大学）の小児

歯科外来患者の報告でも，3月と夏休みに新患

数のピークがあり，本院の報告と一致してい

る。しかし，本院で1月にピークがみられるの

人
’
2

）．8

）．4

0

老人医療
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｝

人

〕、8

〕．4

老人医療（季節変動調整済み）

昭56．1

人

57・1　　　　　58・1　　　　　59・1年／月

年間変動の寄与率＝0．12

季節変動の寄与率＝0．26

　　　社保本人
　　　　　　　　　　　1割負担実施

人

社保本人（季節変動調整済み）

昭56・1年〆月

人
2
0

10

0

57．1　　　　　　　　　　58、1　　　　　　　　　59、1　　　　　　　　　　60．1

年間変動の寄与率≒0

季節変動の寄与率＝0．37

　　　総　　　数　　　　　　　　健康保険改正

↓

人
2
0

10

総数（季節変動調整済み）

：召56，7　　　57．1 58．1 59．1

　年間変動の寄与率＝0．08

　季節変動の寄与率＝0．34

図11月別1日平均の新患数

60．1

　年ノ月

は，教育機関の冬休みが長いためと思われる。

　70歳以上の男性で4月と6月に新患数のピー

クがあるのは，5月の農繁期を除き，気候の温

和な4月と6月を来院時期に選んだと考えられ

る（図1，6）。
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図12　18年8ヵ月間における月別1日平均新患数

　　　　　　　12ヵ月移動平均による調整値

　（2）地域別

　盛岡市内からの新患は，距離的に近く通院が

容易なためか季節変動がみられなかった。岩手

県内の県南と県外では1月と3月に加えて8月

にも新患数のピークがみられた。これは小児や

紹介患者によるものと思われる2）（図2，3，

7）。

　（3）医療費の負担と保険の種類別

　私費負担はほとんどが矯正科の新患なので，

その季節変動は10歳代の男女の季節変動に一致

していた。老人医療はほとんど70歳以上が対象

なので，老人医療の変動は70歳以上男性の新患

数の季節変動と一致していた。国民健康保険の

新患数は，積雪量が最高となる2月を除き，農

閑期の1月と3月に多かった（図4，8）。

　（4）診療科別

　対象の構成が重複しているため，矯正科と10

歳代男女，小児歯科と0～9歳女性は，各々新

患数の季節変動が一致していた。これらは就学

中の者が多いので，休みの1月，3月と8月に

集中してみられた（図5，9）。

　（5）新患総数の季節変動と変動の寄与率

　医科大学の歯科，口腔外科や小児歯科領域に

おける外来新患数の報告での季節変動は，転

勤，就学と教育機関の春休みの3月，夏休みの

7～8月に新患数のピークがあるとする報告

が多い12’17）。今回の調査でも3月に1つのピー

クがみられたが，7～8月の新患数のピークは
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S．D．の範囲内であり，特に最近4年間では

そのピークは消失しており夏期に成人患者が減

少していると思われる。一方，今回1月にも新

患数のピークがみられたのは，本院が北日本に
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あり教育機関の冬休みが長いこと，降雪期のた

め農閑期であることが考えられる（図10）。な

お，1月と3月に本院の新患数のピークがある

現象は，観察期間の昭和42年から現在まで一貫
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していた（図12）。

　今回の調査では，新患総数で全変動量に対し

て，年間変動量より季節変動量の寄与率が大き

かったことは，季節変動が長期的傾向を知る場

合の大きな阻害要素であることを示している。

特に，最近4年間の年間変動量の寄与率が著し

く小さいことは，最近は年間変動がほとんどな

いことを示している（図10）。

2．医療保険制度改正による新患数への影響

　季節変動を考慮して制度改正前後での新患数

の変化をみると，昭和58年2月の老人保健法施

行による老人医療対象新患数への影響は不明瞭

であり，昭和59年10月の社会保険本人1割自己

負担実施による社会保険本人の新患数は，施行

後2カ月間やや減少したのみであった。また，

昭和60年3月の健康保険点数改正による新患総

数は，同3月に多少減少したのみであった（図

11）。よって，本院において保険制度改正の新

患数に対する影響は少ないと思われる。関田と

藤咲18）は社会保険本人1割自己負担の病院患老

数への影響について，社会保険本人の新患数減

少は一時的であり，むしろ再来患者数の減少傾

向が強いとしており，新患数への影響が少ない

点でわれわれの結果と一致していた。

3．長期変動

　本院における昭和57年の明瞭な新患総数の減

少は，社会保険本人や老人医療対象の新患数に

おいてもみられ，当院の改修・増築工事（昭和

55年7月～57年9月）による影響と考えられる

（図11，12）。12カ月移動平均法による季節変

動と不規則変動の同時調整値では，44年，46年

と49年にも新患総数の減少がみられたが，この

原因は不明であり，移動平均という操作によっ

て派生したものかもしれない4’5）（図12）。

4．新患数の将来予測について

　将来予測法として現在認められている方法

は，時系列分析では，連環比率法や移動平均法

などを総合的に組合せたARIMA（自己回帰積

分移動平均）モデルとスペクトル（周期）分析

である4’5’”19）。

　今回著者らは，このような複雑な方法をとら
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ず，各地域別に「当院新患数」と「人口10万人

対歯科診療所数（以下，歯科診療所と略す）」

の年次推移を手がかりとして，今後の新患数の

動向を推察した。

5．年次別新患数と人口10万人対歯科診療所数

　岩手県内を6ブロックに分けて，新患総数で

変動の激しい昭和50年以後の新患数と，昭和40

年以後の歯科診療所数の年次推移を，図13に示

した2’20’21）。

　盛岡市を中心とした同市内，市外の盛岡保健

所管内と県中央の3地域の歯科診療所数の増加

に伴い，同地域からの新患数は毎年減少してい

たが，昭和52年～55年を境に以後一定数を維持

していた。本院の新患数が一定化した後も同地

域の歯科診療所数は増加し，昭和55～57年を境

にその増加は鈍化していた。

　一方，岩手県内の他の地域では，紹介患者や

矯正科の新患数の増加〕）がみられ，県南地域か

らの新患数は昭和56年を境にして一定してい

た。同地域の歯科診療所数の増加にもかかわら

ず，新患数は増加しており，歯科診療所数の増

加は57年を境に鈍化していた。

　県北と県東部・沿岸地域の2地域の歯科診療

所数は，昭和50年より増加し，特に58年，59年

に著しい増加を示し，他の地域と同じレベルの

歯科診療所数に達していた。同地域からの新患

数は55年まで増加がみられたが，56年以後，県

北では減少，県東部・沿岸では増加が続き，両

地域からの新患数の合計は一定していた。

　岩手県外からの新患数は昭和53年以後変化が

ないので，今回は検討の対象外とした。

　以上より，近い将来において，本院の新患総

数の変動は少なく，昭和53年の年間新患総数

5，100人より減少する可能性は少ないと思われ

る。

V　ま　　と　　め

　本学歯学部附属病院の新患数の動向を予測す

る目的で，季節変動を検討した。

1．昭和56～59年の4年間では，0～9歳の女

性と10～19歳の男女で1月，3月と8月に，70
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歳以上の男性で4月と6月に新患数のピークが

あった。

2．盛岡市内と岩手県東部・沿岸を除く地域で

1月と3月に新患数のピークがあり，県南と県

外では8月にもピークがあった。

3．私費負担と20歳未満の男女，老人医療対象

と70歳以上の男性の各区分では，新患数の季節

変動は同じであった。

4．国民健康保険の新患数は1月と3月に多

く，7～8月と12月で減少していた。社会保険

本人の新患数は1月に多く，10月以後に減少し

ていた。

5．矯正科と10～19歳の男女，小児歯科と0～

9歳の女性は，各々同じ季節変動であった。

6．新患総数では1月と3月にピークがあっ
た。

7．季節変動を考慮すると，老人保健法施行

（昭和58年2月）により老人医療対象の新患数
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に変動はなく，社会保険本人1割自己負担実施

（59年10月）により，社会保険本人の新患数は

2ヵ月間やや減少したのみであり，60年3月の

健康保険点数改正によっても，新患総数は同3

月にわずかに減少したのみであった。

8．岩手県内を地域別にみると，盛岡保健所管

内と県中央からの本院新患数の減少がみられた

が，昭和52～55年を境にして一定数を維持して

いた。県内の他地域からの新患数は増加がみら

れたが，昭和56年を境にして一定数を維持して

いた。

9．近い将来においては，本院の新患総数の変

動は少ないと考えられる。

（本論文の要旨は昭和60年2月23日岩手医科大

学歯学会第19回例会および同年9月22日第17回

みちのく歯学会において発表した。）

　Ab8tract：We　attempted　to　foreca8t　the　number　of　first－time　outpatients　at　our　dental　hospital，

School　of　Dentistry，　Iwate　Medical　University　by　a　time　series　analysis．

　Estimating　the　seasonal　variation　by　the　ANOVA　and　the　link－relative⑨method，　there　wa8　a　ten・

dency　for　the　total　number　of　outpatients　to　increa8e　in　January　and　March　every　year．　The　num・

ber　of　outpatients　coming　from　distant　addresses　increa8ed　in　January，　March　and　August，　but

the　number　from　addyesses　near　our　ho⑨pital　had　no　seasonal　variation．　In　the　Departments　of

Orthodontics　and　Pedodontics，　the　number　increased　in　January，　March　and　August．

　The　impact　on　the　number　of　outpatients　over　a　period　of　time　has　been　little　even　when　the

proportional　rate　paid　by　patients　in　health　care　charges　changed　by　government　policy．　We　fore－

casted　that　the　total　number　in　our　hospital　would　remain　constant　in　the　near　future．
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